
消
費
税
３
％
が
１
９
８
９
年
４
月
１
日
に
導
入
さ
れ
３
５
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
税
率
は
１
９
９
７
年
に
５
％
、
２
０
１
４
年
に
８
％
、

２
０
１
９
年
１
０
月
か
ら
１
０
％
と
な
り
、
２
０
２
２
年
度
の
税
収

は
前
年
度
比
６
．
１
％
増
の
７
１
兆
１
３
７
４
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

税
収
の
中
で
も
消
費
税
は
３
２
．
５
％
と
生
活
必
需
品
の
物
価
高
騰

に
消
費
税
１
０
％
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
大
企
業
は
不
況
に
か
か
わ

ら
ず
内
部
留
保
を
増
や
し
続
け
、
財
務
省
「
法
人
企
業
統
計
」
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
大

企
業
訳
５
８
０
０
社
（
資
本
金
１
０
億
円
以
上
）
の
２
０
２
２
年
度
の
内
部
留
保
は
前
年

度
を
２
７
兆
円
も
上
回
り
、
５
１
１
兆
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
部
留
保
の
要
因
は
第
一

に
賃
金
抑
制
、
第
二
に
法
人
税
の
引
き
下
げ
と
大
企
業
優
遇
制
に
よ
る
も
の
で
す
。

国労「17,000 円」の賃上げ要求
物価上昇率は３％以上、

実質賃金は２１ヵ月連続マイナス

本
部
は
、
『
２
０
２
４
年
４
月
１
日
以
降
の
賃
金
引
上
げ
に
関
す
る
申
し

入
れ
』
（
国
労
闘
申
第
８
号
）
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
２
回
の
団
体
交
渉
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

第
１
回
交
渉
で
は
、
国
労
要
求
１
７
，
０
０
０
円
に
対
す
る
趣
旨
説
明
、

第
２
回
交
渉
で
は
、
収
入
動
向
の
説
明
を
受
け
、
新
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る

交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

国
労
が
昨
年
お
こ
な
っ
た
「
２
０
２
４
年
度
賃
金
と
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に

お
け
る
貨
物
社
員
の
実
態
は
、
「
何
ら
か
の
借
金
が
あ
る
」
が
６
７
．
７
％
で
あ
り
、
平

均
の
赤
字
額
は
平
均
３
３
，
５
３
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
赤
字
の
補
填
は
、
「
期

末
手
当
か
ら
」
、
「
預
貯
金
の
切
り
崩
し
」
と
厳
し
い
実
態
が
反
映
さ
れ
た
結
果
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
２
４
春
闘
で
の
国
労
要
求
の
根
拠
は
、
「
生
活
向
上
資

金
」
、
「
赤
字
の
補
填
」
、
「
病
気
や
老
後
の
備
え
」
が
上
位
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
基
に

し
た
平
均
生
要
求
額
は
３
１
，
１
１
８
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貨
物
社
員
の
厳
し

い
生
活
実
態
を
改
善
さ
せ
る
た
め
国
労
は
、
１
７
，
０
０
０
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
統
計
で
は
２
０
２
３
年
１
２
月
の
実
質
賃
金
は
前
年
同
月
比
で
１
．

９
％
減
と
な
り
２
１
ヵ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
、
物
価
上
昇

率
は
、
２
０
２
２
年
７
月
以
降
３
％
以
上
の
高
水
準
が
続
い
て
お
り
、
生
活
は
厳
し
い
状

況
で
あ
り
、
生
活
改
善
に
は
大
幅
な
賃
金
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
国
労
と
と
も
に
生
活
改
善
、
労
働
条
件
改
善
に
向
け
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

貨
物
会
社
の
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
は
当
初
、
連
結
経
常
利
益
３

６
億
円
、
単
体
２
０
億
円
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
１
月
に
見
直

し
、
連
結
経
常
利
益
０
億
円
、
単
体
△
１
５
億
円
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
３
月
実
績
見
込
で
は
、
連
結
経
常
利
益
△
５
２
億
円
、
単
体
△
６

９
億
円
と
大
き
く
見
直
し
て
い
ま
す
。
当
初
、
国
労
は
計
画
に
つ
い

て
、
輸
送
量
が
戻
っ
て
い
な
い
中
で
厳
し
い
計
画
値
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

計
画
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
社
員
に
責
任
転
嫁
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

減
収
を
社
員
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

消
費
税
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
一
方
で
、

大
企
業
の
内
部
留
保
は
増
え
続
け
て
い
る
。

国
労
要
求
１
７
，
０
０
０
円
は
貨
物
社
員
の
切
実
な
願
い
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